
 

関門港におけるテロ対策の強化に向けて、門司海上保安部や山口県下関警

察署、福岡県門司警察署等関係機関と連携して、埠頭保安設備の合同点検を

実施します。 
 

 今日、国際的な連続テロ事案の発生が相次ぎ、国内においてテロ対策の一層の強化が求められています。 

このため、国土交通省港湾局では、内閣官房に設置された「港湾・空港水際危機管理チーム」などにおい

て関係省庁と連携しテロ対策に取り組んできたところであり、関門港においても、九州地方整備局は関門港

（北九州港、下関港）保安委員会などにおいて関係機関と連携しテロ対策に取り組んできたところです。 

また、２０２０年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けて、全国の重要港湾以上の重要国際埠頭

施設（国際船舶・港湾保安法）を対象に、東京大会開催までに少なくとも１回以上の合同点検を行うことと

なりました。 

このような背景のもと、九州地方整備局の下関港湾事務所、北九州港湾・空港整備事務所では、門司海上

保安部や山口県下関警察署、福岡県門司警察署等関係機関と連携して、埠頭保安設備の合同点検を下記のと

おり実施します。 

 

記 

 

○日  時：平成３０年１１月７日（水） １４時３０分～ 

○場  所：下関市竹崎町４－６－１ 下関地方合同庁舎地下１階 会議室 （添付図参照）    

○実施内容：合同点検 フェンスの損傷の有無等、クリアゾーンの確認等を関係機関と合同で点検 

○参加機関：門司海上保安部、山口県下関警察署、福岡県門司警察署、下関海上保安署、若松海上保安

部、門司税関下関税関支署、広島入国管理局下関出張所、下関市港湾局、北九州市港湾空

港局、九州地方整備局下関港湾事務所、北九州港湾・空港整備事務所、九州地方整備局 

 

※１ 取材に来られる場合には、１１月 5 日（月）12時までに下記担当までご連絡願います。 

※２ 合同点検の撮影については原則自由ですが、点検終了後の打合せや講評につきましては、秘密 

事項が含まれることから、開始前の部屋撮りのみとさせて頂きます。 

※３ 保安上の問題で質問にお答え出来ない事項もございますので、予めご了承ください。 

  

○配布先 

 下関市市政記者クラブ   北九州市市政記者クラブ   

 

 連絡先 

 

国土交通省 九州地方整備局 下関港湾事務所  TEL (083)266-3291 FAX(083)261-1123 

       港湾保安調査官 平野隆幸、総務課長 今村義久 
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